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新型コロナウイルスを、酸化グラフェンで、ほぼ完全に除去できることを確認した。

●酸化グラフェンとは：黒鉛(グラファイト)を酸化させることにより、ナノレベルまで単層化し得られる素材のこと。

●酸化グラフェンナノシート：「酸化グラフェンナノシートと呼ぶ微細な材料」を使う。
   分散させた溶剤を使った実験で、新型コロナウイルスをほぼ完全に除去した。
   実験では、厚さ：１ナノ～数ナノメートル、大きさ：０.１マイクロメートル四方の、
　「シート状の酸化グラフェン材料を、分散させた溶剤」を用いた。

●１時間でウイルスを完全除去：実験では、約１時間でウイルスをほぼ完全に除去できた。
    実験は、熊本大・ヒトレトロウイルス学共同研究センターで実施。

●今回の研究：熊本大学の速水教授と池田准教授の共同研究グループによるもの。
1. ヒトへの細胞毒性がないことも確認済み。
2.「再現性も取れている」（速水教授）。

従来のコーティング剤

銀イオンや酸化チタンは粒子状になっ
てい る。そのため粒子と粒子の間は
コーティングができていない状態にな
っている。
当然だがコーティングができていない
場所は抗ウイルス効果が低くなる。

酸化グラフェンナノシート

酸化グラフェンはシート状になってい
るためコーティングができていない場
所が非常に少なく、少量のスプレーで
もより広い範囲をコーティングするこ
とができる。
当然、抗ウイルス効果は高くなる。

酸化グラフェンがCOVID-19に効果あり

※なぜシート状の酸化グラフェンを使うのか？



酸化チタンや銀イオンは光触媒

紫外線によって抗ウイルス効果を引き出す
という仕組 みになっている。
そのため、紫外線が届かない場所や暗い場
所では抗ウイルス効果はかなり下がる。

酸化グラフェンは光がなくても抗ウイルス

酸化グラフェンは光(紫外線)があってもな
くてもウイルスを死滅させます。

そのため、コーティングできる場所を
選びません。

酸化グラフェンがCOVID-19に効果的な理由

※『酸化グラフェン』は暗い場所でも効果を発揮します。



COVID-19による体内侵入時の経過

COVID－19のスパイクで人の細胞
に取り付き、細胞内へ侵入する。

COVID-19が侵入した細胞は破壊
されていく。

破壊された細胞は最後に死滅する。

※ウイルスがスパイクを使って人の細胞に取り付くというメカニズムは変異株でも同じ



熊本大学　速水真也教授による立証試験



熊本大学 速水真也教授の実験より抜粋



リアルタイムRT-PCR法によるウイルス存在量の測定

図1.(a)リアルタイムRT-PCR法によるウイルス存在量の測定.酸化グラフェンの存在下では、新型コロナ
ウイルスが時間経過と共に減少する. (b)プラークアッセイ試験結果. 新型コロナウイルス感染により、
感染細胞が壊死し、白い点（プラーク）が生じる（左図）．

酸化グラフェン（GO）と60分間培養することで、新型コロナウイルスは不活性化され、プラークが減
少する（右図）.



抗菌・抗ウイルス試験成績証明書

GOガードの抗菌・抗ウイルスの有効性は下記の第三者機関において認められています。
●一般社団法人日本繊維製品品質技術センター
●一般社団法人抗菌製品技術協議会（SIAA）

日本繊維製品品質技術センター

抗菌試験成績証明書 抗ウイルス試験成績証明書

抗菌製品技術協議会（SIAA）

●抗菌性　　　：抗菌加工されていない製品の表面と比較し、
　　　　　　　　細菌の増殖割合が1/100以下であり、
　　　　　　　　耐久性試験後も抗菌効果が確認されること。
　　　　　　　　抗菌性は国際標準ISO22196に準じて行われた
　　　　　　　　試験の結果にもとづいて判定されます。

●抗ウイルス性：抗ウイルス加工されていない製品の表面と比較し、
　　　　　　　　ウイルス数が1/100以下であり、
　　　　　　　　耐久性試験後も抗ウイルス効果が確認されること。
　　　　　　　　抗ウイルス性は国際標準ISO21702に準じて行われた
　　　　　　　　試験結果に基づいて判定されます。

●安全性　　　：SIAAが独自に定めた安全性基準を満たしていること。
　　　　　　　（経口毒性、皮膚への刺激性、突然変異性、皮膚感作性）
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